








中学校卒業により腎疾患管理体制から外れた生徒に対して,小田原市で実施した卒後検診

の結果をまとめた.52 年から年 1回,10年行ったが,対象者のうち 1回以上受診した生徒は

44%,受診の有無と管理区分,疾患との相関はみられない.しかし,多数回受診する生徒は尿

所見の軽い血尿例で,慢性腎・泌尿器疾患の診断のついた生徒は,0 又は 1～2 回の受診で,

主治医の管理下にいると思われた. 


